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去る 8 月 25 日の第 4 回総会で，和文誌の 廃刊およびそれにともな う 会則の変 

更 が承認され味した。 会費の変更も 含まれ，学会としてまた 会員として重要な 変 

更です。 このサーキュラ ー および前のサーキュラ ー (A68 , 茄 9) を御参照の上 ， 

事情を御承知下さいます よう お願い致します。 

事 務 局 

Ⅰ 第 4 回総会および 第 6 回運営委員会報告 

  
運営委員会 (8 月 2 4 日 ) での討議事項については ，総会 (8 月 2 5 日 ) で報告され， 

また審議を受けているので ，ここでは一括して 報告する。 

総会は大会第 ] 日 Ⅰ 6 時山名清隆氏の 司会で始すり ，川上泉大会委員長の 来会者に対す 

  

る 歓迎の意をこめた 挨拶のあ と，岡田義雄氏を 議長として進められた。 

]. 報告，審議に 先立ちて，国会長は ，運営委員会を 代表して，次のような 挨拶をされた・ 

「今回の総会では ，すでにサーキュラ 一でお知らせしたよ 5 に，和文話 ( 発生生物学誌 ) 

廃刊が提案されるが ，これは学会として 極めて基本的な 問題であ る。 この件について 運 

営委員会で慎重に 審議を重ねてきたが ，そこに一貫しているのは 高い理想の下に 学会の 

将来の在り方を 考えよ ゥ ということであ る。 、 日本の学会では ，会員だけに 配布 す る和文 

誌を持つことが 多いが，これは 同好会的な形とも 云えよ う 。 会員という垣根を 越えて 国 

際 的なつながりの 中で学会の在り 方を考えてゆきたいと 届け。 活発な審議かか 願いした 

い」 

2. ついで事務局 ( 柳島 幹事長 ) および面詰編集委員会 ( 和文誌は岡田主幹，欧文話 は椙 

山主幹 ) の報告が行なわれた。 それらの内容の 一部はすでにサーキ みラー脩 8 と妬 9 で 

卦 知らせしてあ るので，重複ナ る 点については 簡単 た ふれてかくにとどめ み a) 事務 

局 構成の変動 ( 幹事長が代り ，幹事一名追加 ) と ，会則変更の 後事務局を大阪市立大学 

へ移 す 。 b) 和文 誌 委員会が関与している 学会編の単行本 ( 岩波 刊 ) は第 2 冊目 ( 初 

期発生における 細胞 ) につづき，第二冊目として エ イジング ( 仮題 ) が計画されている。 

一 Ⅰ 



  

  

  

それ以降のテーマについても 検討中であ る。 なお，今大会の 報告を主体とした 発生生物 

学誌 第 25 集は今年度中に 出したい。 c) 欧文話 (D.GD)Vol.]2 の 妬 ると 茄 4 

はできるだけ 年内に出し， 各巻 の 第 Ⅰ号を年始めの 頃 に出せる ょゥ 軌道にのせる 努力をも 

つづけたい。 脆 4 は佐藤忠雄博士の ァ Q オを 記念するものとする。 
  

3. 運営委員会提案の「和文誌の 取扱いの変更とそれにともなう 会則変更」について 柳島 韓 

幹事長ょ り 説明がなされた。 詳細はサーキュラ -fz;.V を参考にされたいが ，総会での 説   

明を要約する。 この件についての 問題はけ和文誌の 機能， H) 会員の発表権 ，Ⅲ ) 学 

会の経済的現実と 見通し等があ るが，これらの 諸点を考 膚 しながらも，運営委員会とし 

て次のような 提案をすることになった。 a) 会員はすべて 欧文誌の配布を 受ける。 

b) 会員相互の交流のために ，全員に配布 す るサーキュラ 一の充実をはかり ，大会要旨 

集 を第 5 回㏄ 阪 ) 第 4 回 鰭岡 ) のばあ いのようなかたり 詳しいものとし ，大会出席 

者だけでなく 全会員に配布する。 @c) これらの実施のために ，個人会費を 年額 550 口 

円 とする。 なお会費の算定基準については ，石崎会計幹事から ，事務局としては ，欧文 

誌 2.0 0 Q 円 ，学会中央 費 ( サーキュラ一代を 含む ) 1, 口 0 0 円 ，大会要旨 集 5 0 口円 
  

を目安としている 曲説明があ った。 

審議過程ての 討議内容の概要は 次の通りであ る。 ここでは発言 順 にとらわれずに 内容別 

に 記しておく。 なお 意 とあ るのは出席会員からの 意見で ，応 とあ るのはそれに 対する事 

  務局 運営委員から 表明された見解であ る。 

① 意 : 会員はすべて 欧文誌の配布を 受けるとなると ，会費からみて 若い人が楽に 入会 

できないのではないか。 学生会費のようなシステムは 考えられないか。 

応 : 会員数が多けれ ば， 割り引き値にした 学生会員もできるが ，本学会としては 経 

済的に無理であ る。 また，非会員の 大学院生などの 発表の機会はさまたげては 

いない。 大会時の会員になるということも 考えられよ う 。 

② 意 : 欧文話に短報を 多く入れる よう にして，多くの 会員に，また 会員でをくとも 

( 外国からのものなど ) , よ り広く利用できるよ う にならないか。 

応 : 短 報は今でも受け 付けている。 非会員外人かちの 投稿が よ りやり易くたる よう 

実費負担ということも 考えられる。 

③ 意 : 言葉の機能を 考えると，欧文では 表現できないことであ 和文で表現可能たこと 

もあ ろう。 
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土 良 和文話をやめると 長いものを書く 揚がたく在るのは 問題だ。 その代り単行本を 

充実するということか。 

 
 

 
 

応 : 現在の和文話 は レビュ一発表機能という 点からみると 会員外のより 広い層の入 

選 にゆきわたらないし ，以前とはかなり 色 あ いが変ってきている。 また会員が 

現実に和文話に 発表しているのはショート ，フォームのものだから ，和文によ 

る ニューアンスが 生かされているとは 思 ズ - ない。 この点を生かそうと 思えば他 

に適当なものも 少なくたいだろう。 

応 : 和文話自体長いもののためという 機能をもっていたい。 長くてもよいものなら 

欧文 誌に丑 わしてもよいと 思 9 が " 量が増えるので 欧文誌の編集の 間 題 として 

検討したければならたい。 長いものを和文でだすには ，学会とじてはそれだけ 

の負担をすることは 不可能だ。 他にその， よ う な場 はあ ると思 う 。 

④ 意 : 和文話をやめるというような 重大東ことを 出席者の少ないこの 総会で形式的に 

決めてよいか。 

意 : 議事の持ち方として ，出席者が大変少なく (4 0 名 程 ) , 裏 工作があ ったとは 

思わないが， 2/3 の賛同を得るのは 易しい。 委任状 糠 どの方法はとれたいの 

 
 

か 。 

応 : 事務局としては ，今回の議題が 重要でもあ るのが，サーキューうであ らかじめ 

お知らせすることによ ゥて 多くの出席者を 期待していたし ，会員の意見がよ せ   

  られる ょゥ 再三連絡させていただ い たが運営委員覚からの 見解 はょ せられ 在か 

った 。 

⑤ その他会則変更案文 ( 総会で配布した ) について字句上の 注声があ った。     
以上のような 討議が重ねられてい つ たが， 要サ るに会費がやや 高くなるという 事を関   
達 して，若い世代の 学会参加の機会 壷 よび和文誌の 配布を希望してきた 会員の立場等 

についての配慮に 関わる発言が 主体をなしていたと 云えよう。 総会出席者が 大会参加 

者 ( 約 1 2 0 名 ) に較べて 少 たかったことば 残俳ではあ ったが，結局採決とたり ， 原 

案 ( 会則変更案の 一苦存句 修正を百めて ) 賛成 29 , 保留 5 で可決された。 採決後 議 

長よ り，「総会で 出された意見に 留意して会の 運営に反影してもらいたい」旨の 発言 

がなされた。 

たお前述の幹事長説明内容を 実施するための 会則変更ケ所のうち 重な点を下記に 例 

挙しておく。 全文は 1 1 ～ 1 3 頁にあ げておいた。 

一る一   

    
  



      
    

a) 和文誌の廃刊にともたい 和文話委員会がたくたる。 単行本 ( 学会編，岩波 刊 ) に 

にもこの委員会が 関与してきたので ，来年から会則上この 作業を行な う 委員会が設 

けられる よう ，また，今後何らかの 必要の生じた 時に特別に委員会を 設ける よう   
  

付則第二条を 新たに加えた。 

h), 会計年度を従来の 4 月 ] 日 開始を 1 月 1 日開始「 2 月 る Ⅰ 日 終了と変更。 

c) 学会事務局所在地を 京都大学から 大阪市立大学理学部生物学教室に 移 サ 。 

d) 変更会則は明年 ] 月ィ 日から施行する。 

4. 予算および決算について 石崎会計幹事から 報告され -, 決算結果の報告は 巌 佐 ，中村両 

  会計監査の名で ， 巌佐 氏から報告された。 ニ ， 三 質問があ った後，総会の 承認を受けた。 

詳細は会計幹事の 報告 ( 5 頁 ) を参照戴きたい。 

5. 来年度 ( 第 5 回 ) 大会について : 開催地は東京に 決定され，主催地側から 林 雄次郎氏 

  

が 挨拶をかねて 説明された。 シンポジューム・ワークショップなど 一般講演以覚の 考え 

があ ることを述べられたが ，その後東京の 準備委員から 別記 C 8 頁 ) のよ ウな 第 5 回 

大会についての 計画が知らされてきた。 

る ・単行本編集委員会について : 和文話委員会が 来年上り会則上 な くたるので，現在の 学 

会編の単行本の 出版計画を遂行するため ，泰英会則 ( 付則 ) にもとづき単行本編集委員 

会 が発表することになる。 委員に予定されている 方々は，従来の 委員と 装 らず，朝倉 昌 

( 名古屋大・ 理 ・分子生物 ) , 大西奥 爾 ( 名古屋大・ 理 ・生物 ) ; 岡田節人 ( 京都大・ 

理 ・生物物理一委員長 ) . 古谷雅樹㎝京人・ 理 ・ 植 ) . 柳島 直彦 ( 大阪市立大， 理 ・ 

生 ) / 山名清隆 ( 九州大・ 理 ， 生 )  一 以上 50 音順一の方々であ る。 ( 事務局 記 ) 



  

      

ⅠⅡⅡ 決 算 ・ 予 算 
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発生生物学誌                                                   6 3,8 2 5 

5.  「発生における 制御」印税                                       8  1.  1  8  1 

4. 広告代金                                                   ..  1  0,0  0  0 

5. DGD に対する文部省助成金                             Ⅰ ァ 0,0 0 0 

る ． 利息等                                                                                           38,4  3  0   

Z  前年度繰越手持金                                                                   さ 4 4,2 9 2 

合 計 5,3  4  5,6  「 3  円   

支 出 ぬ 部 

1. 出版 (ED 別製本経費 ) 経費 

DGDD  (vo1.41%  4. voI.12%  1 ～ 4                  2,084.0  D0  円 

  但し vol.12%4.450 ・ OQO は支払予定 ) 

発生生物学誌 Aa. 2 4                                                 58 71 0 0 0 円 

2. 編集・送本 費 

DOD 関係                                   
4 2 6,0 るる 

内訳 ( 郵送 代 75,5OO j  編集 賞 140,553 ;  人件費 ]2D,O00 ; 

幹事手当 P0 ， O0D) 
  

発生生物学誌関係                                                                 6 71 0 2 3   

内訳 ( 郵送 伐 る Z ロ 75@  人件費 25,OOD; 雑費 4,948) 

5. 事務局経費                                                                               268,577 

内訳 ( サーキュラ一大会予定印刷 45,430i 運委会 旅費 98.050 ;  セ ンキ， 費 
26,66 ィ 郵送 代 26.246  幹事手当 72.000  雑費 2.19 の 

一 5 一 

      
      



  

4. 前年度繰越赤字                           2 8 0,8 2 6 

合計 5,7 1 5,4 5 9 円 

次年度 繰越赤字 3 6 7,8 4 5 円 

  
平 昭和     46       年度予算                       
未来楽楽楽楽楽未来共共共又又 来来来並 

収 入 の 部   

]. 会費収入                 1,8  8  7,7  D  0  円 

  

2. 会話売上 

DGD           2,0  08.5  5  7 

発生生物学誌             6 0,0 0 0 

3. DQQ に対する文部省助成金               @・ 6 0,0 0 0 

合計 4,2 1 6.2 5 7 

支 出 の 都 

]. 前年度繰越赤字     
るる 7,846 円 

2. 出版 ( 印刷製本 ) 経費 

D  QD  v  o  l.  lS j@.¥ ～ 4               ,1.8  80,0  0  0 
発生生物学誌 @K25         50 0 ， 口 n 口 

3, 編集，送本 費 

DfGD 関係                                               4 4 3. ア 5 0 

内訳 ( 郵送 代 80,000 ; 編集 費 740 ， 000; 人件費「 80 ， 000 ; 
幹事手当 5475D j 雑費 10,000) 

発生生物学誌関係                                                       6@ 7 ， 0@ 0@ 0 

内訳 ( 郵送 代 57,000 ;  人件費 25.000;  雑費 5,000) 

4. 事務局経費                                                                                                   4  58,0  0  0 

内訳 ( サーキュラ一大会予告る 4,000; 郵送 代 40,000 ;  幹事手当 54,000; 
運営会旅費 「 00.000 j  本部事務費 200,00 の 

( 以上決算・予算とも 総会にて報告承認された ) 3,8  1  7,5 、 9  6  月 
会計幹事 石崎 宏矩記 

一る一 
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大 会 雑 感 

  

第 4 回大会は 8 月 25 日， 26 日，福岡市内の「ホテル・ステーションブラザ」で 開催 

された。 参加者 120 名，講演 58 題 ( 特別講演 5 題を含む ) で参った。 この大会の開催   

にあ たっては， 九 大理学部生物学教室の 発生生物学講座全員でお 世話させていただいた。 

十分なことはできなかったが ，参加者すべての 方々の，とりわけ 座長や特別講演をしてい 

ただいた方々の 御足力によって ，とどこおりたく 終了したことを 準備委員一同こころから 

感謝している。 

  

以下，今回の 大会についての 感想を，準備委員のひとりとして 述べてみよ ノ （ @ 

大会を有意義なものに す る方法のひとつは ，一題あ たげの講演時間の 延長と討論の 活発 

化であ る。 そのためには ，会期そのものの 延長を行なれないかぎり ，演題数の制限 か 必要 

とする。 しかし申込まれた 講演を選択することは 小人数の準備委員会にとっては 実際上下 

可能なことであ る。 そこで，比較的長い 講演要旨を出していただく 古代をとった。 この方 

法 には，大会参加者がまえもって 詳しい内容を 知ることができるとい 9 長所があ った。 

しかし，実際には ，演題 数 / 参加者の比 は 例年になく大きく ，一題あ たりの時間か 長く 

することはできなかった。 この点を残俳におもっている。   

また，長い講演要旨を 甘えも ムて 配布することによって ，討論の活発化を 期待したが， 

かたりの数の 演者一一その 中には有名な 先生が多かった 一が討論のための 5 分間を無視   
したようであ った。 この 5 分間は，参加者が 演者と コ オペレートサニ・ : めのものであ って ， 

講演が長くなったときの 予備の時間ではない。 この点の認識に 欠けた方が多かったのも 残 

念 なことであ った。 

準備委員会ではシンポジウムについても 熱心に論議をしたが ，スビーカ一に 福岡という 

「遠隔の地」に 来ていただくことが 容易でたい ( とくにスピーカーが 非会員の場合 ) と感 

じられたので ，結局，シンポジウムを 取止めた。 したがって，東京の 大会ではシンポジウ 

ムに 重点をおく方針であ ると伺っているが ，こころから 賛成している。 

( 九州大・ 理 ・土 山名清隆 記 ) 

一 アー 

      
  



  

  

      

大会場の片すみ 卸ら 

け 台風情報とむせるようなあ つさの重なる 頃 と思われた大会の 日取りであ ったが， 大 

会日程すべてが 適度 た 冷房がほどこされた 快適 攻 環境の下で行なわれた。 川上委員長をは 

じめ大会委員会の 方々の 御 配慮と御苦労に ，あ ちこちから謝意が 広えられていた。   

け 犬塚英司氏の 司会で懇親会がたどやかに 持たれた。 美声とユーモアの 発露の中で ， 

林 雄次郎氏の「 DNA 構造発見にも 匹敵すぺき発生の 原理の追求を」といった 大型の学 

問的ステートメントもあ った。 

Ⅲ ) 「懇親会に出席された 程に，重要な 議題が予定されていた 総会にも若い 人達の出席 

が 欲しかった」と ， 団 会長は挨拶の 中で一言。 

iV) 会場がホテルだったため ，文字通りロビー 交流が花やかであ づた 。 博多の美味をと 

もにされた方々も 少なくなかったであ ろう。 そんなくつろいだ 形の中での話題が ，これか 

らの大会での 成果を生みたすものになるかも 一と思ったりします。 どなたか，サーキュ 

ラ 一にお書き下さい。 (K 互生 記 ) 。 

Ⅳ 学会か らのお知 らせ 

1. 第 5 回大会について 

明年 8 月下句東京に 守いて行な う ことになり甘した。 一般 構演 と数本のシンポシ   ァ を 計 

画してかりま サ 。 一般講演にお 申し込みになられた 方の中からシンポジ ュゥム に参加をお 

願いすることも 考えておりま す 。 大体の予定は 下記の通りです。 

参加申し込みⅠ切り                                           4 月末頃 

講演要旨 ダ 切り                                           5 月末頃 

なお，大会の 詳細については 次のサーキュラー (1 972 年 2 月頃 の予定 ) にのせま サ 。 

第 5 回大会準備委員会 

  仁 浅 古 谷 雅 樹 
東京大学理学部植物学教室 ) 
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